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会長インフォメーション
PRESIDENT INFORMATION

会長：津野 友邦

事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号
　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：津野友邦／幹事：稲垣良二／SAA：須田幸史朗
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 クラブ存続のための会員増強～次の10年に向けて～」

イマジン　ロータリー

赤井さん入会式ありがとうございました。これからメン
バーとして様々な活動を通して楽しくお付き合いください。
これからもよろしくお願いします。
さてコロナがまだ予断を許さない状況ですが少しずつ
落ち着いてきました。先日、あるドクターと話をしていたら、
その方は12月ごろ第8波かな？と仰っていました。この先ど
うなるかは分かりませんが、まだ終わらないのというが普
通の考えなのかと思い、がっかりしました。
そんな中、先週末土曜日の日経新聞の夕刊に気になる記
事がありました。
「NY州、ポリオ警戒強化。緊急事態宣言を発令。」
えっそんな状況になっているの？と思いました。
ロータリークラブのメンバーの端くれとして、小児麻痺を
引き起こすポリオの怖さや、あと少しで根絶できる状況だと
いうことは知っていました。
記事によれば、今年の7月に、ニューヨーク州の保健当局

が、成年1人がポリオに感染し、ポリオウィルスによるま
ひを発症していると発表しており、その後の調査で、
ニューヨーク市や周辺の四つの郡で下水からウィルスが
検出されたようです。
その結果を受けて、ニューヨーク州知事が8月9日に、
ニューヨーク市や周辺でポリオウィルスが拡散している
として緊急事態宣言を出し、ワクチン投与の態勢を強化
し、接種を呼びかけている状況のようです。
他にも検索すると、イギリス保健当局が先月8月10日
に、ポリオウィルスが首都ロンドンの一部市民の間で拡
散している可能性が高いとして、ロンドン在住の1～9歳
の全ての子どもを対象にワクチン接種を緊急に進めると
発表されていました。欧州では2003年ごろにポリオが
根絶されているとされており、アメリカではワクチンの普
及によって1979年に根絶宣言、日本でも1980年の発生
が最後です。（2ページに続く）

それでこそロータリー いのちのうた

〈第1764回〉 2022年９月２７日（火） 本年度第９回

担当： 小栗会員担当：広瀬会員

イニシエーションスピーチ
中小企業のM＆Aマーケットの状況と
実際の事例共有

10月４日（火）

イマジンロータリー
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講師：株式会社　Buyside Bank
代表取締役社長　吉川　翔様



（１ページより）

今回のウィルスは野生のウィルスではなくてワクチン由
来のウィルスのようですが、本当にウィルスとの戦いという
のは抑え込んでも気が緩めばまた出てきての繰り返しで
相当根気のいる戦いなんだということを改めて感じまし
た。
専門的なことはよくわかりませんが、気になるニュース

でしたのでご紹介するとともに対岸の火事とは思わずに
気を付け、注視せねばと思いました。

委員：谷　康平
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幹事報告 幹事：稲垣 良二

本日、赤井さんが入会されました。これからご一緒にＲ
Ｃでの活動を楽しんで頂ければと思います。どうぞよろし
くお願いいたします。
9/6の理事会報告です。10/２の鶴見区民まつり、皆さ

んの参加ご協力をお願いします。主要年間行事及び卓話
担当者変更について、本日配布させて頂いています。卓話
担当の変更は薄緑に色付けしています。新会員のイニシ
エーションスピーチについて、10/4小栗さんにお願いして
います。浅見さん赤井さんについても、今後日程調整させ
て頂きます。
委員会構成変更について、新規会員3名の方を配置さ
せて頂きました。各委員長の方はご指導をよろしくお願い
します。
12/16・17には地区大会が開催されますので、出欠の
連絡をお願いします。
最後にもう一つお願いです。例会の出欠について、食事

の準備の都合もありますので、必ず連絡して頂きますよう
お願いします。

会員名　：　赤井　基純
会社名　：　エンブリッジ株式会社
事業所　：　大阪市西区新町2-4-2　
　　　　　  なにわ筋SIAビル5階
職業分類：　エネルギーコンサルティング
趣味　　：　水泳・ボクシング

新会員情報

会報・雑誌委員会

『ロ－タリ－の友』では毎号〈地区別クラブ数・会員数一
覧表〉が掲載されています。これによると現在日本のロ－
タリ－クラブの現状が分かります。
先ず【会員数】ですが　84,232人で これは長期減少傾
向にあります。私が入会させていただいた1990年代中頃
では　優に10万人の大台を超えていました。即ち二十数
年で少なくとも1.5万人以上減少しています。
ただ新たに入会されている訳ですから　実際の退会者
の数は膨大な数字になります。死亡されて自動的に退会さ
れた場合は別として　存命中の退会者の理由を分析する
事は会員数減少の歯止めになるのではないでしょうか？
因みに大阪鶴見ロ－タリ－クラブでも1990年代半ばに

は50名を超す会員がおられました。
次に【クラブ数】ですが　2,223と書かれています。とい

う事は一クラブ平均37.9名の会員が在籍している事にな
ります。又クラブ数自体も合併などで減少傾向にあります。
そしてこの一覧表には　もう一つ一年前の【2021年の
同月のクラブ数】も掲載されています。これを見ますと　全
34地区で会員数が前年比減少しているのが何と32地区
増加しているのは僅か2地区に過ぎません。
その結果一年前と比較して約1,400名の減少になりま

した。即ち現在日本のロ－タリ－クラブ会員数に関しては
長期的に減少傾向にある事が分かります。
そして　例の【新型コロナウイルス感染症騒ぎ】がこの
傾向に拍車をかけたようです。
2019年12月08日にデビューして以来　2020年当初
から何が起こっているのか　どうしたら良いのか　手探り
状態でした。ところが2021年02月17日にワクチン接種が
開始された事　又日本人の大半が客観的かつ冷静になり
マスメディアが大騒ぎしているほど危険な感染症ではな
いと次第に分かって来て最近ではかなり日常生活が戻っ
て来ているようです。
しかし　まだ意味の無いのみならず危険なマスク着用
などが継続しているのも事実ですが。ワクチン接種に関し
ては　成分や副反応をご自身で確認してメリットが大なら
ば接種するのも良しデメリットが気になるのならばもう少
し様子を見るのもありです。
いずれにせよ　騒ぐだけのマスメディアには振り回され

ないようにご注意下さい。現実にワクチンがまだ存在し
かった2020年の死亡数は前年比〈約8,500人減少〉し　
ワクチン接種が開始された2021年には超過死亡数が
〈65,000人を超えた〉のも事実である事には留意して欲し
いと思います。
先ずは　手洗い・うがいを忘れずバランスの良い食事

と寝不足にならない事が肝要です。



秀 島 会 員 赤井様、ご入会おめでとうございます。

清 水 会 員 例会2回欠席のおわび
津 野 会 員 赤井さんの入会を大歓迎します。

これからも宜しくお願いします。

￥15,000.-　　累計　￥181,000.-

￥6,000.-　　　　累計　￥43,000.-

5月24日【1750回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除  11名）

出席会員   16名中  12名

出席免除会員  11名中  6名

休止会員　　　   1名 

出 席 率 18/22  81.82%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 1名

出席総数　　　　 19名

前々回  8/30  Ｍ/Ｕ10名

修正出席率 100%

TSURUMIこどもホスピス（以下、こどもホスピス）は、
英国の「ヘレンハウス」の理念に共感した医師や看護師
によって、2016年春、大阪・鶴見緑地の一角に誕生しま
した。今の日本には、生命を脅かす病気の子どもたちに
必要な、遊びや学び、憩いの時間を提供できる社会資
源・システムが充分ではありません。病気の子どもや家族
の苦悩が見えづらく、どうしても社会から孤立してしまい
ます。私たちは、病気であってもその子らしい成長の機会
が得られ、家族が前向きに人生を歩んでいくことができ
る、そんな社会を、みなさまのご支援とともに実現するべ
く活動しています。

卓 話

担当：菊井会員

 大阪・TSURUMIこどもホスピス
　　　　ゼネラルマネージャー　水谷　綾様

大阪・TSURUMIこどもホスピスの
活動について

中 村 会 員 赤井さんの御入会を歓迎致します。
田中（信）会員 赤井さんの入会を歓迎します。

仲良くやりましょう。

担当：西野会員

生命を脅かす病気の子どもとその
家族が安心して暮らすことのできる社会を目指して

その子がその子らしく、家族と一緒に過ごせる場所です
ホスピスという言葉は、穏やかな最期を迎える病院の

ような施設を連想させますが、こどもホスピスは病院で
はなく、治療であきらめていた本来享受すべきその子ら
しい時間を叶える場所です。大きな芝生の中庭、外の光
を広く取り込む廊下、おもちゃの部屋、建物のあちこちか
ら楽しそうに笑う子どもたちの声がいつも聞こえて来ま
す。利用者が訪れるのを楽しみにする、そんな拠りどころ
となる場所をめざしています。
生命を脅かす病気の子どもを対象としています
小児がんに代表される「生命を脅かす病気」の18歳以
下の子どもが対象です。国内にはそうした子どもが約2万
人いると推計されています。国際的には、“Life threaten-
ing Condition”の子どもと呼ばれ、つらく大変な治療の
最中でも「患者ではなく、ひとりの人として尊厳が大切に
扱われる必要がある」と、その兄弟姉妹や家族も対象と
した、ケアの姿勢が共有されています。
みなさまの寄付で運営され利用料はいただいておりません
私たちは、こどもホスピスが当たり前にある社会の実
現に賛同をいただいた、個人・企業・団体の寄付で支え
られ、運営しています。みなさまそれぞれの「できること」
が、病気の子どもたちとその家族を支える力になってい
ます。

あらゆる子どもが安心して暮らせる当たり前の社会を
めざしています。
こどもホスピスは、子どもと過ごした記憶が残る場所で
あり、その子のことを慈しみ続ける場所でもあります。あ
らゆる子どもたちが穏やかに楽しく過ごせる地域社会
を、関わる人たちとともにつくり、生命を脅かす病気の子
どもと家族の希望の存在になること。そのためにも、こど
もホスピスの意義を社会に伝え続けています。




